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C 91 米のブロラミン系タンパク質について

京都文教短大家政　　○安藤ひとみ　飯塚久子

　　　　　近畿大食品栄養　　　　光永俊郎

　目的　米穀粒中のプロラミン系タンパク質画分

バク質の約10％を占めている。先に報告したごと

〔(社)日本家政学会

(70%エタノー－ル可溶性両分）は米タン
で皿炊飯すると玄米と精白米で、この

画分の変化が異なり。米穀粒表層部と中心部のブロラミン画分の性質に相違があることが

示唆された。そこで米穀粒について表層部、中心部のプロラミン画分および米品種｡開のプ

ロラミン画分の性質を比較した結果、二｡三の知見が得られたので報告する。

　方法　試料として玄米( 0本晴1988年奈良県産）を用いた。佐竹式精米機を用いて米穀

粒を表層部より層別に分画し実験に供した。各試料に1 ％NaCl -容液を加え、可溶成分を除

いた後70 %エタノールもしくは55 ％rロパノールを加えて可溶成分をI抽出、凍結乾燥して

プロラミン画分をmmした。各プロラミン画分についてポリアクリルアミドゲル電気泳動

およびセフアアクリルS-30Uカラムによるゲルろ過により比較した。さらに4 種類の玄米

( 日本晴、こしひか｡り、南､にしき、北ひかり）についてプロラミン画分を訓製し、電気泳

動パター－ンを比較した、

　結果　層別のブロラミンの分布は夕卜層部より中心部にかけて1.2　％から0.1'l％に減少し

た。電気泳動パター－ンについても外層部と中心部に明mな相違が認められた。品種間によ

るプロラミン画磨は0.34％～0.15%範囲含まれていた。電気泳動パターンについても分子

S13kDa　のプロラミン画分はほぼ同一のバンドを示したが、16kDa　、lOkDaのプロラミン

画分のバンド特に高分子両分のバンドに‘相違が認められた｡

　1)日本訓理科学会昭和62年度大会研究発表要旨集P22
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目的：飼育条件の異なる若鶏のもも肉の化学成分及び味の違いについて検討を行った。

皿雌雄各300羽合計600羽鶏- ;i'-1 - 4を孵化後運動をさせなヽ区（対照

区）と、孵化後２週間目から強制運動させた区(強制運ii E )及び孵化後０週間から３週

間目に低蛋白質の飼料を与えた区（低栄養区）に分け、どの区も平飼いで行った。９週齢

時に屠殺し、各個体よりもも肉、皮膚・皮下脂肪を得、上肢筋としては大腿四頭筋、その

他の筋に分け、それぞれの一般成分（水分、粗蛋白質、粗脂肪、粗灰分）と　コレステロ-ル含量

を測定した。コvステロ- ル量の測定方法は、筋は酵素法、皮膚・皮下脂肪は、ケン化後、不ケ

ン化物を石油I-7 ルで抽出し、その後口メチルシり化を行い、これを　ir"スクDマトグラフ法により定量し

た。又、もも肉を骨付きのまま加熱し、各部位の対照区と強制運動区を三点識別嗜好法に

より官能検査を行い、運動が味に及ぼす影響について調べた。

結果：雄の対照区、強制運動区の大腿四頭筋、その他の筋では、強制運動区は、粗蛋白質

が少なく、粗脂肪、粗灰分iノスラn－ル量は多かった。しかし、雌では、運動負荷が与える

影響は、粗脂肪、　コ1/ステロ-ル、水分で雄と異なる傾向を示し、　Illステロールは雄に比べて少なか

った。雄の低栄養区については、大腿四頭筋、その他の筋の場合、対照区に比べて粗蛋白

質、粗脂肪か少なく、皮膚、皮下脂肪では、粗脂肪コロテロ-ルの増加か認められた。又、

官能検査では、雄の大腿四頭筋、その他の筋いずれの場合も、対照区と強制運動区の区別

はされ、強制運動区の方かおいしいと評価されたが、雌では対照区と強制運動区の区別は

されなかった。


